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研究成果の概要（和文）：哺乳動物由来の翻訳開始因子 eIF1, eIF1A, eIF2, eIF2B, eIF3, eIF4E, 

eIF4A, eIF4B, eIF4G, eIF5, eIF5B,翻訳伸長因子 eEF1A eEF1B・eEF2・,翻訳停止因子 eRF1、

eRF3、アミノアシル tRNA, リボソームサブユニット（40S と 60S）の精製品をすべて揃えた。

そして、これらすべてを試験菅内で混合することにより、ほ乳動物由来の試験菅内タンパク質

合成系を確立した。 

 
研究成果の概要（英文）：We purified mammalian translation initiation factors: eIF1, eIF1A, 
eIF2, eIF2B, eIF3, eIF4E, eIF4A, eIF4B, eIF4G, eIF5, eIF5B, elongation factors: eEF1A 
eEF1B・eEF2, termination factors: eRF1、eRF3, aminoacyl tRNA,and ribosome subunits 
(40S,60S).  By mixing all these factors, we successfully established a reconstituted 
protein synthesis system derived from mammals. 
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１．研究開始当初の背景 
精製された因子だけで試験菅内でタンパク
質合成を可能にする系は大腸菌由来のもの
しか当時確立されていなかった。そこでほ乳
動物等高等生物由来の再構成型試験菅内タ
ンパク質合成系の確立が急務となっていた。 
 
２．研究の目的 
ほ乳動物のタンパク質合成のメカニズムを
探るためには、再構成型試験菅内タンパク質
合成システムを用いることが不可欠である。
そこで我々はほ乳動物の翻訳（タンパク質合
成）に必要なすべての因子を合成、精製し、
それらを組み合わせることにより、この再構
成型試験菅内タンパク質合成システムを構
築するようにした。 
 
３．研究の方法 
哺乳動物由来の翻訳開始因子 eIF1, eIF1A, 
eIF2, eIF2B, eIF3, eIF4E, eIF4A, eIF4B, 
eIF4G, eIF5, eIF5B,翻訳伸長因子 eEF1A 
eEF1B・eEF2・,翻訳停止因子 eRF1、eRF3、ア
ミノアシル tRNA, リボソームサブユニット
（40S と 60S）を精製した。これらの因子を
試験菅内で混合し、ｍＲＮＡ－１：
AUGGACUACAAGGACGAUGACGAUAAGUGUUGCUGUUGC
UAG 
ｍＲＮＡ－２：
gAUGGUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU
UUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUGUUGCUGUUG
CGACUACAAGGACGAUGACGAUAAG を投入し、対応
するペプチドの合成を試みた。 
 
４．研究成果 
mRNA-1は MDYKDDDDKCCCC という配列のペプ
チドをコードしている。ＦＬＡＧという配列
にシステインが付加されておりウエスタン
ブロッテイング（ＦＬＡＧ）と放射性同位元
素による（システイン）標識でその合成を検
出できるように工夫した。しかしながら、相
当するペプチドは検出されなかった。そこで
律速段階と考えられる翻訳開始のステップ
を省いた簡素化したシステムにした。用いた
mRN は mRNA-2 であり、アミノ酸配列
MVFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFCCCCDYKDDDDK をコ
ードする。80S リボソームが直接 mRNA の先端
に結合しやすいように、poly-U 配列を持って
いる。そのため、ポリフェニルアラニンが先
導配列として合成されＦＬＡＧ―システイ
ンに繋がるようになっている。このペプチド
の合成はわずかながら認められたが、全体的
にスメアー状になっており、poly-U の途中か
ら翻訳が開始した産物もある、と推測された。

全体としては、３年間で再構成系翻訳システ
ムを構築できたといえる。 
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